アンケート分析結果
1. 媒体特性の評価（デジタルとアナログの共存）
デジタル化への対応を歓迎する声と、紙の安心感を求める声がどちらも強く見られます。
· デジタルの利便性： LINEの導入やホームページのリニューアル、オンライン申し込みのしやすさが好評です。
· 紙の重要性： 「紙の方が頭に入る」「高齢者には断然紙が良い」といった意見があり、特にネット環境に疎い層にとっての貴重な情報源となっています。
2. 視覚的デザインと読みやすさ
誌面の「見せ方」については、近年の変化をポジティブに捉える意見が目立ちます。
· 好意的な意見： 「写真やイラストが増えて見やすくなった」「文字が読みやすい」「区分けが整理されている」といった声が多いです。
· 改善要望： 一方で「一部、字が小さい」「動画には字幕が欲しい」といったアクセシビリティへの要望や、「1月号にしては新春らしさ（華やかさ）が足りない」という季節感への指摘もありました。
3. 情報の具体性とアクセスの向上
読者は「自分が行けるか、使えるか」という視点でシビアに情報をチェックしています。
· 場所の分かりやすさ： 施設名だけでなく、町名（栄町など）を併記してほしいという具体的な提案がありました。
· ルールの明確化： イベントの「先着・抽選」の区別、申し込み「開始日」の明記など、参加のハードルを下げる工夫が求められています。
4. 人気コンテンツと関心事項
読者が特に楽しみにしている特定のコーナーや、関心の高いテーマが明確になりました。
· 人気コーナー： 給食のレシピ、連載コラム（てんさんぽ）、プレゼントアンケート。
· 関心の高いテーマ： 部活動の地域移行、市立病院の状況、高齢者向けの就職情報、地域のイベント情報。
5. 市政への期待と信頼感
広報誌を通じて、市長の取り組みや市政の方向性を感じ取っている読者が多いのが特徴的です。
· 「市長が変わってから見やすくなった」「市の取り組みが浮かび上がってくる」といった、広報誌を市政との接点として評価する声が複数寄せられています。
